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現場でしか学べないことを多彩に！長期実習の可能性！
教職大学院では、理論と実践を架橋した教育が行われています。具体的には、研究者教員と学校現場等での実務経験

をもつ実務家教員がティームティーチング形式で授業を展開したり、理論的な学びを学校現場の長期実習で活かしたり、
実習等で課題になったことを理論的な視点でふりかえったりしています。効率的な教育技術のみを追い求めるのではなく、
「何のための実践か？」という視点で、教育の有り様を模索し続けているのが教職大学院なのです。
理論と実践の架橋・往還の１つの手法として、教職大学院には、実践的指導力育成のために、「連携協力校」との連携が

法的に義務づけられています。今年度は、栃木県教育委員会を介して、約４０校の県内小中学校が連携協力校として手を
挙げてくださいました。それら全ての学校に深く感謝するとともに、今回は連携協力実習校での学びの可能性について話
題にしたいと思います。

◆連携協力校と連携協力実習校
教職大学院における連携協力校設置義務が記載され

ているのは、「専門職大学院設置基準」（平成15年3月3
1日文部科学省令16号）です。そこには、「教職大学院
の教育上の目的を達成するために必要な連携協力を行
う小学校等を適切に確保する」ものと規定されていま
す。このことを根拠として、栃木県教育委員会との連
携により、宇大教職大学院では、昨年度のうちから連
携協力校の公募を行いました。約４０校の小中学校が
希望してくださったことに宇大教職大学院に対する期
待の大きさを感じました。大学院生は初年度１４名で
すので、残念ながら手を挙げてくださった全ての学校
に長期実習に入ることはできませんが、本学教職大学
院コーディネーターが公募校全校に電話でお話ししま
したとおり、希望や要請があれば、専任教員が院生と
ともに校内研修等の支援をする準備はございますの
で、今後とも引き続き、宜しくお願いいたします。
連携協力校・約４０校のうち、長期実習の舞台とな

っているのが、県内７小中学校（附属を除く）です。
院生の研究テーマと当該校の学校課題等を総合的に勘
案して、県教委・市教委了解のもと、教職大学院運営
協議会で正式に決定しました。当該校の先生方には、
趣旨を御理解いただき、学校現場でしか学べないこと
を多彩に準備してくださっていることに改めてお礼を
申し上げたいと思います。

◆連携協力実習校での学びの可能性
連携協力実習校で、院生は様々な学びを体験してい

ます。現段階での様子を以下に列挙します。

＊院生が学習指導主任や研究主任と連携して、学
校課題の解決に寄与している。

＊特定の学級・学年に入り、協働による授業実践
等を展開している。院生が単独で授業を行う場
合や部分的に授業を担う場合も見られる。

＊院生が校内研修や授業分析に積極的に関わり、
院生自身の研究テーマだけでなく、学校として
の授業力向上にも大きな力を発揮している。

＊院生が校内若手人材の育成に寄与し、校内メン
ターチームの主要なメンバーとなっている。

＊実習校の協力のもとにアンケート調査や意識調
査を行い、院生にとってっも実習校にとっても
有益となる情報を整理している。

＊実習校の求めに応じて、指導教員が校内研修や
研究部会等に参画し、助言を行っている。

実習校での長期実習は、あらかじめ決まった型があ
るわけではなく、あくまでも院生の研究テーマとの関
連性に重きを置いて展開しています。現在、院生は実
習校で、学校現場でしか得られないような多くの知見
を手にしているようです。今後も実習校とのWin-Win
の関係性を大事にしながら、教職大学院として多様な
学びをあり方を模索し続けたいと考えています。

《平成２７年度連携協力実習校一覧》

◆宇都宮市立細谷小学校（現職院生１名）
◆宇都宮市立石井小学校（現職院生２名）
◆宇都宮市立陽東小学校（現職院生２名）
◆宇都宮市立陽東中学校（現職院生１名）
◆栃木市立栃木中央小学校（現職院生２名）
◆栃木市立栃木第三小学校（現職院生１名）
◆下野市立薬師寺小学校（現職院生１名）
◇宇都宮大学附属小学校（現職院生１名・学卒院生１名）
◇宇都宮大学附属中学校（学卒院生２名）

＊地理的要因が、実習校決定の条件になっているわけ
ではありません。今回は、結果的に特定の市町に偏り
ましたが、あくまでも院生の研究テーマと候補校の学
校課題等との関係性で実習校を決定しています。

＊宇大は連携協力実習校を特定の学校に固定させる
指定校制度はとっていません。長期実習受入希望の
意向を示してくださった学校全てが、今後も実習校の
候補校となります。宜しくお願いします。



「思考力・判断力・表現力」 教育実践高度化専攻教授 渡辺 浩行

「思考力・判断力・表現力」は，なぜ今強く求められているのでしょう。このコーナーでは，それに答える
べく，私なりに，「思考力・判断力・表現力」を使ってみることにします。
強く求める直接的な原因は，平成 18年の PISA調査の結果にあるようです。日本の児童生徒は「思考力・判
断力・表現力」に欠けるという結果になったからです。では，その学力調査で高得点を取れば，「思考力・判
断力・表現力」は向上したことになるのでしょうか。それで事足りるのでしょうか。
ここで，「そうです」と書くわけにはいきません。もう少し私の「思考力・判断力・表現力」を働かせてみ
ます。・・・やはり，「思考力・判断力・表現力」は，生きて行くため，よりよく生きて行くために必要です。
適時適所，相手によって，目的にかなった内容と方法で，「思考力・判断力・表現力」を駆使するのであれば，
お互い，幸せな人生を送れる可能性が高くなります。
子どもたちは，本来「思考力・判断力・表現力」があり，常にそれを使い，求め，磨こうとする存在です。
しかし，いつの間にか，誰かがその邪魔をしてしまったようです。我々大人が，学校教育制度が，答えは一つ，
それを早く正確に出す，いざとなれば暗記暗唱で何とかなる，ということを鼓舞してきたのではないでしょう
か。与えられた一様な「思考力・判断力・表現力」で，学習指導要領や教科書をなぞる授業では，子どもたち
がまた犠牲になります。「思考力・判断力・表現力」の育成と言いながら，それを児童生徒に使わせないとし
たら，これほど愚かなことはありません。私たち自身が，真に，不断に「思考力・判断力・表現力」を使うか
どうか。それが鍵のようです。

《シリーズ：教職大学院授業紹介③ 「道徳授業デザイン論」 （選択科目［後期］）》

この授業では、道徳授業づくりに向けて、児童・生徒の
実態や発達段階に即して、ねらいや教材の吟味、学習
指導過程の構想、発問の構成、資料提示や話合い活動
等の指導方法の工夫などについて検討してきました。とり
わけ、「特別の教科 道徳」として教科化が進む中、これ
からの道徳授業はどうあるべきか、「考え、議論する」道徳
授業展開をどのようにデザインしていくのか、という点に
ついて、現職院生はこれまでの経験を踏まえ追究するよ
うにしました。
授業の前半では、担当教員が行った授業実践映像を

視聴した上で、子どもの学習の様子や教師の意図、効果
的な指導の工夫、改善点などについてグループ協議を
行いました。そして協議結果を全体で報告し合うことを通
して、道徳授業の特質について共通理解を深めることが
できました。後半では、子どもの発達段階ごとにグループ
に分かれ、読み物教材を選定して道徳授業デザインを行

う活動に取り組んでいます。「問題解決的な学習」や「体験
的な学習」など、よりアクティブな授業デザインにチャレン
ジするグループも見られます。それぞれの授業デザインは
模擬授業で検証し、成果と課題を明らかにしようと考えて
います。
以下は院生の声です。「道徳の教科化に向けての動き

や授業づくりのポイントなど豊富な実践にもとづいた学び
ができ大変勉強になっています。道徳が好きになってきま
した。」「道徳教育の意義、特別の教科 道徳の方向性、
実際の授業ビデオの視聴を通して、理論と実践をつなぐこ
とができた。」「多様な道徳授業の在り方を学びました。道
徳授業を通して子どもたちが何か『分かった』と思える授業
にしていきたいと感じるようになりました。」

（和井内 良樹）
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